
 

令和６年度学校評価報告書（実施結果） 
 

視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

教育課程 

学習指導 

①自ら課題を設

定し、その解

決に向けて主

体的に探究す

ることができる

生徒の育成を

図る。 

 

 

 

 

 

 

②グローバル化

が進む社会で

広い視野を持

って協働して

課題を解決で

きる生徒の育

成を図る。 

①新教育課程を

必要な整備、

措置を講じて

展開するととも

に、ＩＣＴの利

活用により生

徒の多様な学

びを支援す

る。 

 

 

 

 

②国際社会でリ

ーダーとして

活躍できる人

材の育成を目

指し、主体的・

対話的で深い

学びの実現を

目指した授業

改善の実施と

教育活動の充

実に取り組

む。 

①新教育課程に

ついて教科か

ら意見を聴取

し、改善の有

無を検討す

る。一人一台

端末の活用に

ついて相談体

制を整備す

る。 

 

 

 

②授業改善につ

いて、教科で

達成すべき目

標を設定し、

改善を図る。Ｉ

ＣＴの利活用

による教育活

動の充実に向

け、教科会を

通じて活用の

報告や研修を

行い、共有を

図る。 

 

①新教育課程に

ついて、教科

の意見聴取、

改善の検討は

進められた

か。一人一台

端末活用の相

談体制は整備

できたか。 

 

 

 

 

②授業改善に向

けて教科ごと

に達成すべき

目標を設定

し、改善は進

められたか。Ｉ

ＣＴ利活用に

向けて教科会

の場は活用さ

れたか。 

 

 

 

①新教育課程に

関する教科か

らの意見聴取

に着手した。

一人一台端末

の活用に向け

た相談体制の

整備は達成し

た。来年度の

推奨端末選定

を公正に実施

した。 

 

②生徒による授

業評価の結果

を受けて、教

科会を行って

教科ごとに達

成すべき目標

を設定するこ

とができた。Ｉ

ＣＴの利活用

についての情

報共有の場と

して、教科会を

活用することが

できた。 

①新教育課程につ

いては各教科の

意見、大学入試

状況などを踏ま

えて今後検討す

る。校内のＩＣＴ機

器については履

行確認手順のマ

ニュアルを作成

し、事故防止に

努める。 

 

 

②取組の継続にあ

たり、学年・教科・

世代の枠を超え

て構成するグル

ープ単位で授業

改善に取り組み、

そこで得られた

成果や課題等を

学校全体で共有

する。 

・具体的な方策は目

標実現の具体的

な内容を書き表

すべきだ。 

・総合的な探究の時

間をしっかりや

れば取組の評価

は高まる。 

・ＩＣＴ活用や学び

の実現は手段が

目的にならぬよ

うしっかりとした目

標を持つ。 

・国際交流の仕事

で、困っている

外国人を世話し

ている。海外に

目を向けるのも

大事だが、国内、

地域に目を向け

て課題を見つ

け、考えるのも重

要だ。 

・子供たちの学び

の様子を間近で

見られる機会が

ほしい。 

①新教育課程が

全面展開さ

れ、問題や課

題の洗い出し

が可能となっ

た。当該グル

ープで教科か

らの意見聴取

等を始めてい

る。保有機器は

着実に確認を行

う工夫を必要で

ある。 

②授業改善に向

けて教科単位

で取り組む体

制を固めるこ

とができた。

取組の方向性

を示す必要が

関係者から指

摘された。機

器活用の働き

かけを工夫す

る。 

①新教育課程実

施に係る評価

を行い、必要

に応じて修

正、見直しを

行う。ＩＣＴ機器

の履行確認が

着実に行われ

るようマニュア

ル等の整備に

努める。 

 

 

②教科や総合的

な探究の時間

の指導にあた

り実現させた

い学びを再確

認し、授業改

善の目標とす

る。ＩＣＴの利

活用促進に向

け、共有化等

の工夫を図

る。 

生徒指導 

・支援 

①豊かな人間性

や主体性、指

導的役割が果

たせる人格の

育成を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

②生徒一人ひと

りの適切な理

解に基づく生

徒支援体制と

教育・健康相

談の充実を図

る。 

 

 

 

 

 

①生徒が自らの

目標達成に向

けて活動し、

幅広いコミュ

ニケーション

を通じた活動

が実現するよ

う、生徒会行事

や委員会、部

活動を支援す

る。 

 

 

②適切な生徒理

解に向けて、

校内の支援体

制を整備す

る。生徒が安

心して学校生

活を送れるよ

う支援する。 

①生徒が同期や

先輩、後輩と幅

広いコミュニ

ケーションを

通じて活動が

行えるよう支援

する。特に組

織が委員長や

部長を中心に

運営されるよう

支援に努め

る。 

 

②ＳＣ、ＳＳＷ、職

員間で適切な連

携が取れるよ

う、教育相談コ

ーディネータ

ーを中心に情報

共有に努める。

ＳＳＷと協力し、

関係機関との連

携を図る。かな

がわ子どもサポ

ートドックを有効

活用する。 

①生徒は自らの

目標を設定

し、そのため

の活動を行っ

ていたか。生

徒は積極的に

コミュニケー

ションを取ろう

としていた

か。組織は委

員長や部長を

中心に運営さ

れていたか。 

②必要な生徒情

報をＳＣ，ＳＳ

Ｗ，職員間で

共有し、適切な

支援が行われ

たか。ＳＳＷと

の協力で関係

機関と連携する

ことができた

か。かながわ

子どもサポート

ドックの有効活

用は図られた

か。 

①委員会や部活

動などが生徒主

体で運営され

ていた。また、

生徒は同期や

先輩、後輩との

コミュニケーシ

ョンを通じて伝

統を引き継ぎ、

顧問の支援を得

ながら課題改善

に取り組んで

いた。 

②ＳＣとＳＳＷの

勤務日程を月1

回合わせること

で適切な情報共

有が行えた。サ

ポートドックに

ついて、プッ

シュ型面談を通

じて担任が生徒

と向き合う時間

が増えるなど、

有効活用するこ

とができた。 

①生徒の主体的な活

動が深まり、活動

内容の質が高まる

よう支援を工夫す

る。委員会や部活

動などを率いる生

徒を中心に授業や

学校行事でリーダ

ーシップを発揮さ

せ、社会生活での

応用も視野に働き

かけを増やす。 

 

②ＳＣとＳＳＷ、職

員間の共有を密

にする。ＳＳＷと

生徒との関わり

が増えるよう工夫

を図る。サポート

ドックでＳＣ・ＳＳ

Ｗが気になった

生徒について担

任とコミュニケー

ションを取れるよ

う工夫を図る。 

・生徒の頑張る姿を

応援したいが、

どこで何か行わ

れているのかわ

からない。活動

の情報提供をし

てほしい。 

・プッシュ型面接の

資料もいただい

たが、こういう働

きかけがきちん

とできればすご

くよいと思う。 

①生徒会活動や

委員会、部活

動では生徒主

体の運営が定

着しつつあ

る。生徒達は

広いコミュニ

ケーションと

顧問の支援を

通じて伝統の

継承と課題の

改善に取り組

んでいた。 

②２年目に入っ

たサポートド

ックをＳＣやＳ

ＳＷとの情報

共有を通じて

活用できた。

情報共有のさ

らなる工夫とＳ

ＳＷの活用拡

大が課題であ

る。 

①生徒による主体

的な活動を維持

させつつ、活動

内容の質をさら

に高め、生徒が

リーダーシップ

を身につけ、社

会生活での応用

も図れるよう支

援に努める。活

動の情報を積極

的に提供する。 

 

②ＳＣ、ＳＳＷと

職員間での情

報共有を徹底

し、適切な支

援が行えるよ

う協力体制を

整える。ＳＳＷ

の活用が進む

よう、ＳＣとの業

務分担を工夫

し、生徒との関

わりが増えるよ

うにする。 



 

視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月10日実施） 

総合評価（３月25日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

進路指導 

・支援 

①キャリア観の

育成を通じて

生徒自らが進

路を開拓・選択

する力を培うと

ともに、第一希

望の実現に向

けた指導、支

援を充実させ

る。 

 

 

①３年間を見通

した進路指導

計画に則り、将

来を見据えた

キャリア観の

育成と組織的

な進路指導を

進める。各種

の手立てを実

践することに

より、生徒に自

ら希望する進

路を見出さ

せ、その希望

する進路を実

現させる。 

①卒業生の話を

聞く会や外部講

師活用の各種講

演会などにより

キャリア教育の

充実を図る。計

画的・組織的な

進路指導を実践

していく。ハイ

レベルな学習

スキルを養い、

応用力の育成を

図るなどHi-ゼ

ミ活用にいっそ

うの充実を図

る。夏のスタデ

ィショップの充

実を図る。 

①年度末に各学

年で行う進路

指導の満足度

や必要な力が

身に付いたか

を問う調査で、

各回答が85％

を超えたか。

Hi-ゼミの充実

は図れたか。

スタディショッ

プは生徒にと

って魅力的な

ものになって

いたか。 

 

①生徒は各種講

演会への参加

などを通じて

キャリア観の育

成を図ることが

できた。３年間

を見通した進路

指導計画に基

づき各学年で

は計画的、組織

的な進路指導

を実践した。

Hi-ゼミや夏の

スタディショッ

プについて、

生徒の現状や

参加状況を分析

した。 

①来年度のHi-ゼミ

と夏のスタディシ

ョップについて、

内容の整理や時

期の変更、また

国数英の週末課

題講座の新設な

どで制度の見直

しを図り、より充

実したものにす

る。 

・Hi-ゼミとスタディ

ショップについ

て、中学でも放

課後の講習を設

定するが参加者

が少ない。魅力

的なことをやっ

ていかなければ

ならない。 

①キャリア観の

育成に向けた

取組や組織的

な進路指導の

成果が好調な

進学実績に現

れた。Hi-ゼミ

とスタディショ

ップの現状分

析から、生徒

がなかなか手

の回らない現

状がつかめ

た。 

①Hi-ゼミとスタ

ディショップ

について、高

い進路希望と

その実現支援

を目指して、

内容の整理や

時期の変更等

の制度変更を

行う。キャリア

観育成に係る

取組について

も時期を早め

るなどの対応

を行う。 

地域等と

の協働 

①ＰＴＡや同窓

会、地域との

連携事業を通

じて、生徒の

社会参画意識

を向上させ、

地域とともにあ

る学校づくりを

推進する。 

 

①本校の教育活

動が地域等に

とっても安心

で魅力的なも

のとなるよう、

地域等の現状

やニーズの把

握に努め、地

域等との連携

事業を教育活

動の一環とし

て推進する。 

 

①地域等との連

携に向けてコ

ロナ禍前後の

変化を整理す

る。地域等とス

ムーズなコミ

ュニケーショ

ンがとれる環

境づくりに努

める。現状や

ニーズを把握

し、地域等との

連携事業にい

っそうの充実

を図る。 

 

 

 

 

 

 

 

①コロナ禍前後

の変化を踏ま

えて連携の在

り方は整理で

きたか。地域

等と定期的な

意見交換は行

えたか。地域

等との連携事

業に充実は図

られたか。 

 

①ＰＴＡとの連携

では現状確認

や意見収集を

積極的に行っ

た。食品販売形

態を見直した文

化祭は成果を

あげた。来年度

に向けて活動

や会計の状況

把握に努めた。

同窓会との連携

では校誌作成

で同窓会の意

見を反映させ

た。地域との連

携では生徒会、

部活動へ要望

のあった地域

の事業に積極

的に参加した。

地域貢献活動を

通じて１学年の

生徒全員が地域

のための活動

に取り組んだ。 

①ＰＴＡや同窓会

の行事参加は生

徒を優先させ、

開催場所の変更

も検討する。125

周年記念グッズ

販売で両者の連

携を図る。ＰＴＡ

予算は会員全体

や学校全体への

還元割合を増や

す。校誌作成は

同窓会と連携を

図り、学校記録誌

としての機能を

充実させる。地域

貢献活動は参加

を希望する２、３

年に対応できる

取組を検討す

る。地域の教育

資源活用の観点

を踏まえ行事の

在り方を模索す

る。 

・中学生は、参加で

きる高校生による

イベントがあると

刺激になり、高校

を考えるきっか

けになる。今後も

お願いしたい。 

・地域振興の仕事

で平沼高校生に

は活発に関わっ

てもらっている。

今後さらに関わり

を深められるの

かが私たちには

問われていると

思う。 

・同窓会との連携と

あるが、同窓会

自身もオペレー

ションに課題を

持つ。なんとか

連携を図り学校と

協力していきた

い。 

①地域等との連

携は教育活動

に欠かせない

要素であり、

それぞれの

思いや要望を

踏まえた十分

な調整が必要

となる。文化祭

参加や校誌作

成等ではＰＴ

Ａ、同窓会と適

切な連携が図

られた。地域

連携には部活

動を含め積極

的な参加が見

られた。周年

行事を控えて

次年度も緊密

な連携と生徒

の取組の工夫

が求められ

る。 

①文化祭でのＰ

ＴＡ、同窓会と

の連携につい

ては生徒優先

の上でも共

存、共栄が図

れるよう場所、

内容等につい

て十分な調整

を図る。地域

連携について

は、参加学年

の拡大を模索

するとともに、

地域の教育資

源活用の観点

からも今後の

連携の在り方

を模索する。 

学校管理 

学校運営 

①大規模災害に

備え、職員・生

徒・地域が協

力して行動で

きる体制を整

える。 

 

 

 

 

 

②生徒と向き合う

時間を確保す

るため、教員

の働き方改革

を推進する。 

 

 

 

①学校防災マニ

ュアルを改善

し、職員・生

徒・近隣住民

が協力できる

よう体制を整

備する。防災

教育を充実さ

せる。 

 

 

②業務分担の偏

りや長時間労

働の是正に向

けて職員が協

力して取り組

み、必要な対

応を進める。 

①学校防災活動

マニュアルを

見直し、大規模

災害を想定した

訓練を実施す

る。防災教育を

通して、生徒が

安全に行動で

きるようにす

る。 

 

②職員は協力し

て部活動指

導、グループ

業務の均分化

に努める。管

理職は勤務過

多の職員を把

握し、是正に

向けて相談、

協力する。 

①学校防災マニ

ュアルの改善

は図られた

か。大規模災害

を想定した実践

的な訓練は行

われたか。生

徒は通学経路

の安全性につ

いて認識でき

たか。 

②部活動指導、

グループ業務

の均分化は進

んだか。勤務

過多の職員へ

は適切な対応

がとられた

か。 

①学校防災マニ

ュアルの改善

に向け、防災

倉庫の備品等

を整理した。

ＤＩＧ研修を行

い、生徒に通

学経路の認識

を深めさせ

た。 

 

②Teams の諸機

能を活用し、資

料共有や会議

時間短縮、回数

削減を図った。

これにより連携

も高まった。施

設改善で選択

教室整備を行

った。 

①最重要となる当

事者意識の育成

が図られ、災害

に遭遇した時に

適切に行動でき

るよう様々 な経験

の場を用意して

訓練や研修の工

夫を図る。 

 

 

②ＩＣＴや業務アシ

スタント活用によ

る私費業務削減

や服務支援、ペ

ーパーレス化を

進める。教室設

備の充実を図

る。 

・災害に備え、職

員・生徒・地域が

協力して行動で

きる体制を整える

とあるが、身体の

不自由な方の避

難場所、災害時

の生徒の役割を

しっかり検討して

ほしい。 

・治安の悪化が懸

念される。学校

が取れる対策は

ないかもしれな

いが、注意喚起

はお願いした

い。 

①防災に向けた

取組では備品

確認やマニュ

アル改善が進

んだ。防災教

育では通学経

路の危険個所

を研修を通じ

て認識させ

た。 

 

②各グループ

でＩＣＴを活用

した業務改善

に取り組ん

だ。勤務超過

職員への働き

かけは十分に

は行えなかっ

た。 

①近隣住民との

協力で、避難

場所の見直し

や避難弱者へ

の対応につい

て指摘があっ

た。これらを

踏まえたマニ

ュアルの見直

しが必要とな

る。 

②業務縮減、均

分化に向けグ

ループリーダ

ーを中心に引

き続き取り組

む。管理職は

時間管理の意

識醸成を図

る。 

 


